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死者の⽉にあたって 

 

担当司祭 ⽥丸 篤 

カトリック教会は１１⽉を死者の⽉とし、亡くなら

れた⽅のために⼼を向けて祈るように招いています。

私は葬儀の司式をする時、また亡くなられた⽅々のこ

とを想って祈る時、その祈りは必ず届けられていると

感じます。また、「祈ってくれてありがとう」という声

が聞こえてくる感じもします。互いのことを思い合う

愛の⼼は死で離ればなれになるのではありません。愛

の⼼は永遠につながり続けます。 

 

イエス様は福⾳を通して⼈が亡くなった後、どのよ

うになるのか述べておられます。「この世の⼦らはめ

とったり嫁いだりするが、次の世に⼊って死者の中か

ら復活するのにふさわしいとされた⼈々は、めとるこ

とも嫁ぐこともない。この⼈たちは、もはや死ぬこと

がない。天使に等しい者であり、復活にあずかる者と

して、神の⼦だからである。」(ﾙｶ 20･34-36)これは、

この世と次の世とではそのあり⽅が違うことを表し

ています。同時に私たちにとって⼤事なことは、イエ

ス様が⾔われる「死者の中から復活するのにふさわし

いとされた⼈々」に⾃分もなっていくことです。そし

てこれこそが私たちの⼈⽣の究極の⽬的でもありま

す。その死者の中から復活するのにふさわしいとされ

るための鍵はやはりイエス様が何度も強調され、ご⾃

分の⽣きる姿で⽰された⾃分を与え尽くす愛の⽣き

⽅であると⾔えるでしょう。亡くなられた⽅々が私た

ちに伝えたい⼀番の思いは、「今を⼤事に⼤切に⽣き

てください」ということだと思います。私たちが神様

に⼼を向け、神様が望まれることを⽣きるように努め

ていくことです。イエス様が教えてくださったことの

中で究極のことは、私たちが死を越えた永遠の命にあ

ずかる希望が与えられているということです。そして

この希望がこの世において⽣きる⼒になります。私た

ちが復活の命にあずかるための準備は今⽣きている

この場から始まっています。イエス様御⾃⾝、苦しみ

を⾃分の⾝に負いながら歩まれました。そして苦しみ

ですべてが終わるのではなく、そこから新しいいのち

が開かれていくこと、⾃分が捧げたものが決して無駄

にはならず、必ず実を結ぶことを⾝をもって⽰してく

ださいました。私たちはどんなにがんばっても、⾃分

の⼒だけで完全なかたちで愛の⽣き⽅を⽣きること

はできないでしょう。⾃分の弱さ、⼩ささを認め、神

様の前に素直な⼼でへりくだり、祈りの中で⼒を願い

ながら、⾃分を与える⽣き⽅を積み重ねていくこと。

そのことに⼼を向け、専念していくこと。これが⼤事

です。私たちが、今というこの時間が⼆度と繰り返さ

れることがないということを⼼にとめながら、神様が

招いてくださる復活の命、永遠の命に与るという希望

を持って⼀⽇⼀⽇を⼤切に歩むように努めたいと思

います。イエス様から離れず、⽇々をイエス様と共に

歩み続けたいです。 
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朝枝潤⼦さんとの出会い 
 

T M  

シエナのカタリナ朝枝潤⼦さんとは、お互いが中

型⽝を連れて散歩の折、不思議なことに⽝同志が喧

嘩せず近づいて仲良くなり、名前も知らない⽅なの

に気が合って、ゆっくりお話しをすることができま

した。それが初めての出会いでした。 

近くのマーケットの中で⼩さな婦⼈服店をされ

ていると聞き、その後私が⽴ち寄った時、潤⼦さん

はカウンターで本を読んでいました。その本が新約

聖書だったのが意外に思えたのでお尋ねすると、

「すぐ腹を⽴てる⾃分の性格を変えられるかも知

れないと思って読んでるの」と笑って⾔われました。

「それなら教会での聖書の勉強会にいらしてみた

ら、神⽗様に⾊々おたずねすることもできるし、ど

う︖」とお誘いしてみると、「じゃ連れて⾏って︖」

と⾔われました。それが潤⼦さんにとっての信仰の

道の始まりでした。 

潤⼦さんは熱⼼な⽅で、やがて洗礼を受けられま

した。⼆階で祈りの集まりができるようにと⼤きな

店に移られ、定期的にロザリオの祈りの集会をもた

れたり、教会が新しく建て替えられることになると

資⾦集めのバザーには沢⼭の商品を寄付され、また

クリプタ建設委員の⼀⼈として他の教会へ⾒学に

出かけたり、⼤奮闘されました。 

私達は苦しい時、悲しいとき、⼜うれしい時には

よく共に分かち合いをし、神様に感謝を捧げて祈り

ました。私達の出会いとその後の信仰を伴う親交は、

神様の不思議なお導きだったと思います。 

私の愛⽝が往った⼀⽉の 霙
みぞれ

のふる寒夜には我が

家まで駆けつけてくれ、⼆⼈でさめざめと泣いたこ

とを今でも忘れません。 

せっかちでミサに間に合わなくなるからと⾛っ

て、⾞とぶつかって怪我をされたこともありました

が、「神様に護られているから⼤丈夫」と明るく笑っ

ている⼈でした。 

信仰ファーストの潤⼦さんが、やがて毎朝 7時の

ミサに与っていることを知った時は頭が下がる思

いでした。近年のコロナウィルスの流⾏でお互いミ

サに与る時間が異なり、中々お会いする機会がなか

った時のまさかのお別れでした。 

潤⼦さんは何⼈かの⽅の代⺟になられましたが、

不詳な私は、代⺟をさせて頂いたのは潤⼦さん､貴

⼥が唯⼀の⽅でした。 

あれからもう 40 年にもなるのですね。⻑い間、

ありがとうございました。 

神様のみもとで、どうぞゆっくりお休み下さいま

せ。 神様に感謝 

 

 

静かに旅⽴った朝枝潤⼦さん 

 

O S 

早朝 7 時のミサに必ず参加され、続けてロザリオの

祈りを捧げる信⼼深い潤⼦さん。今年の春頃から姿が

⾒られなくなりました。どうなさったのかな〜と⼼障

りな⽇々と送っていましたが、8⽉に⼊った頃、⽥丸

神⽗様より、"レジオ・マリエ“の⽊川会⻑に｢朝枝さん

が危篤のこと、レジオの皆さん祈って下さい｣と伝え

られました。あまりにも突然でしたのでエッと絶句し

ました。そういえば早ミサもお休み、レジオの例会に

もお⾒えになりませんでした。そんなに重い病だった

とは・・・ 

私の夫が亡くなる数⽇前、⼊院先の病院の看護師さ

んから｢朝枝さんから及川さんと話したい、お声を聞

きたいとのこと、話して頂けますか︖｣と電話があり

ました。彼⼥は今までとほとんど変わらぬ声で私の夫

の病状を気にして下さいました。「祈っていますよ!! 

また電話するね!!」との声が最後でした。⾃分の病状

はさておき優しく祈る⼈、潤⼦さんは他⼈のことを最

後まで⼼にかけて下さる⽅でした。私共の葬儀の直後、

朝枝潤⼦さんを偲んで 
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彼⼥は天国に召されました。 

 彼⼥はいいと思ったことは積極的に実⾏する⽅で

した。先ずは地区毎にロザリオの祈りと分かち合いを

勧められた⽊村神⽗様の頃には汲沢地区の宿として

彼⼥の店舗の⼆階を開放され、ロザリオ会を開き宣教

にはげみ、シスター根岸の尊い活動を知った時にはご

⾃分で出来ることとして、シスターを招き，その活動

を聞き、⾃分に出来ることとして資⾦援助を始め、仲

間を増やしてアフリカ、ジンバブエの現地へ送り続け、

なんと⼩学校 3校を建てたそうです。その証に彼⼥の

室にはバチカンから送られた感謝状が⽴派な額に⼊

れられ、飾ってあります。凄いですね。ジンバブエは

当時は戦争の最中、シスター⽅も避難しなければなら

なかった時代です。個⼈でそこまで協⼒しているとは

知りませんでした。 

そうこうする中、⼭⼿教会からバーク神⽗様が赴任

されました。バーク神⽗様はホームレスに⼼をとめ、

何⼈かの信徒と関内へ⾏くなど細々⽀援なさってお

られましたが、カトリック信徒として使徒的活動をし、

世界中に広め規約や祈りを厳しく勧める⼩グループ

を⼾塚教会に起ち上げ横浜教区内だけでなく、東京の

グループなどとも結ばれた活動に加わり彼⼥はすぐ

活動会員として加わりました。この活動の主なものは

教会に来にくい⾼齢者や⼊院の⽅、ホーム⼊所中の

⽅々への連絡役として情報を届けたり、家庭訪問をし

たり、神⽗様と共に聖体をお届けしたりすることです。

100 年前アイルランドで始まり昨年 100 周年を祝い

ました。活動の中⼼となるものはマリア様の霊性にな

らい助⼒をいただく祈りを沢⼭し、必要とされる働き

をする所です。 

 ヨハネ・パウロ教皇もこの活動をたびたび推進され

ておられます。彼⼥は⼾塚⼩グループの第⼆代会⻑も

勤めて下さり、近隣教会の⽅々との連携も密に仲良く

⾏っていましたが、コロナ禍に⼊り順調な活動が出来

なくなりました。私が⾒、感じたことの⼀つとして、

⼾塚教会の中では公にはなりませんでしたが、⾼齢者

のお⼀⼈ Mさんをお⾒かけしないと気付いた彼⼥は、

泉区の公団団地住む彼⼥宅を訪問し、何と 1年前に孤

独死なさり、地区で葬儀をし、⾝元不明者となり葬儀

屋さん預けとなっていることが分かりました。それか

ら⼋⽅⼿を尽くしたのでしょう。⻑崎に姪御さんがい

るのが分かり、ようやく葬儀屋さんから引き継ぐこと

ができました。それから⼿続きをしていく内で、何と!! 

M さんのお⺟さんが眠っておられるのは⼭⼿教会の

信者墓地であることが判明。それから⼭⼿教会と連携

し⼭⼿で追悼ミサをお願いし、⼾塚の数名と⼀緒にお

⺟さんと共に納⾻できた喜びを体験しました。はじめ

はどう頼ったらいいのか困難もあったでしょう。彼⼥

の祈りと熱い実践により、神様は導いて下さったので

しょう。先の⾒えないことでも彼⼥の⾏動はすごいと

思います。彼⼥は天国に⾏けるようにと、よく云って

いましたし、危篤になられてからもバーク神⽗様がお

られる所にいくのだから早く⾏きたい、死は怖れてい

ないとも伺っていました。とにかく困っている⼈、弱

い⼈への応援をする⽅だったと思います。猫や⽝も⾒

捨てられない⽅。その陰には朝枝惣⼀さんのお⼒が偉

⼤であることも付け加えます。 

 すでにバーク神⽗様、⽊村神⽗様とお会いになって

おられるのでしょうか。どうぞ⼾塚のレジオ・マリエ

存続のためにもお祈り、よろしくお願いします。 

 

 

初聖体を受けて 

☆ わたしは、とてもはつせいたいをやりたかったです。けど、はずかしかったけどイエス様が、わたしの体

にいらっしゃったと考えると、とてもうれしいです。（F M）  

☆ わたしは ごせいたいをいただいたとき、イエス様がわたしの中にいてくれ

ると思ってうれしかったです。  いまわたしはこんどから教会に⾏くの

を楽しみにしています︕︕ （F M） 

 

他、S S、Y S、S C、A M 

初聖体おめでとうございます︕ これからも教会に来て、神様を⼀緒に賛美

しましょう︕ 

イラスト：F M 

初聖体を受けて 
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神学⽣との交流会での感想 

 

⼀粒会委員 F N  

10 ⽉ 23 ⽇(⽇)、⼾塚教会に神学⽣が来訪され、交

流会が⾏われました。ゲストとして、第五地区の⼆

⼈の⼀粒会委員がお⾒えになりました。 

 神学⽣は、霊名ルカ、保⼟ヶ⾕教会出⾝で、平⽇

は練⾺にある東京カトリック神学院にて勉学、週末

は⼤船教会で司牧実習をされています。とてもお若

く、穏やかな中にも凛とした誠実さが第⼀印象でし

た。 

 当⽇のプログラムは、ミサ前の教会学校の⼦ども

達との交流会、ミサ後の信徒の皆様との交流会が⾏

われました。 

 ⼦ども達との交流会では、なぜ司祭になろうと思

ったのか等を、お話しされました。印象に残ったの

は、お祈りは歌ってされていること、神学⽣皆で祈

られているとのことで、好きなお祈りは、「元后あ

われみの⺟」で、交流会では透き通った⼒強い声で

歌って下さいました。何か⼼の奥に熱いものを感じ

ました。普段元気⼀杯の⼦ども達も、少々緊張気味

でしたが静かに聴いていました。キリストに信頼し

ていくこと、その体験を重ねていくこと、⾃分の時

間を神様の時間として使うこと、を⼤切なこととし

て話して下さいました。 

 ミサ後の交流会では、どんな司祭になりたいか等

をお話して下さいました。信徒の皆さんに神様のこ

とを伝えられる司祭に、そして⼀⼈ひとりが共同体

として祈る世界になれたらいいと、おっしゃってい

ました。信徒側からの質問でお話して下さったこと

は、苦⼿な科⽬は語学で、ギリシャ語、ブライ語、

そしてラテン語で苦労されている様⼦でした。好き

な科⽬は政治論とのことでした。現在 23 ⼈しか神学

⽣がおらず、⼀学年 2、3 ⼈で寮の空き部屋も多いと

のことでした。⼩学⽣の頃から神様との関わりを感

じていましたが、⼤学では「⾃分の⽣き⽅」を⾒つ

め直され、司祭になることを神様が招いているかも

しれないと感じて召命への道を選ばれたとのことで

す。教会でお祈りしている時が⼀番落ち着かれたと

おっしゃっていました。 

 本当に神学⽣のような⽅の存在は貴重なのだと思

いましたし、⼤切にしなければいけないのだと感じ

ました。 

 今回の交流会で、⼀粒会の役割、使命や⼤切さを

ひしひしと感じました。これからも信徒皆で、神学

⽣の皆さんが安⼼して学べ、司祭への道を歩んでい

ける様に神様の祝福がありますようお祈りしたいと

思います。 

 今後も交流会を続け、神学⽣への理解を深めてい

ければと思います。 

 

 

 「⼦ども達の感想」  

² 初めて新学⽣に会っていろいろなことを教えてもらってうれしかったです。ロザリオの祈りは 50回⾔うん

だよ。神学⽣の合宿所のごはんは、おいしいなど。またあえたらうれしいと思いました（F K） 

² ぼくはきょうのじゅぎょうを通してイエス様への⾒⽅が変わりました。それは神⽗様が神様のかわりをし

ているということです。そこからもらえるごせいたいはイエス様が⾃分のところに来てくれると⾔うこと

をしりました。そしてそれが最⾼のめぐみなのだと知りました。 (N T) 

² 神⽗様について考えるのが楽しかったです。（N J） 

² 神⽗様は神様に呼ばれてこういうことをしているんだ。（F M） 

² 神学⽣がきて神⽗様がどんなことをしているか、いろんな祈りを教えてもらった。（F M） 

² いろいろ勉強ができてよかった （R M） 

子ども達との交流 
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「いつくしみ深い⽗よ、あなたの⺠を顧み、イエス・キリストのために⽣涯をささげる司祭、修道者

の召命をお与えください。聖霊の恵みと⼒に⽀えられて、多くの⻘年があなたの招きにこたえ、あな

たの愛に強められて、兄弟に奉仕する⼼を与えられますように」 

 

 

 

恒例の体育の⽇（今年は 10 ⽉ 10 ⽇）、横浜教区⼀粒会の⼤会が４年ぶりに感染症対策下で開催されました。

写真はその様⼦ですが、⼾塚教会からは 6名が参加しました。それらの⽅々から下記の感想⽂が寄せられました。 

 

u 松浦司教の講演で、「神は神に似せて⼈をつくった」の「似せて」の解説が、「神の⼼を持つようにつくられ

た」というようなことだったと記憶しています。学び、考え、進歩、成⻑していく、これは本能に基づいて

⾏動する他の動物にはないものです。社会⽣活を営むアリやハチはそれはそれですばらしいものですが、何

万年も前から恐らく「進歩」はしていません。⼈だけに与えられた「神の⼼、気持ち」を⼤切にしていきた

いと思います。 

司祭職のすばらしさ、喜びなどを感じとれるようなお話しも聞けたら、召命に気づいていない若者の⼼を⼀

押しできるのではないかなとも感じました。 

u 久しぶりに⼀粒会⼤会に参加させて頂き，新たに「共に暮らす家」の⼤切さを考えさせられました。  

その為には、⼀⼈でも多くの司祭が望まれます。司祭の⽅々が減少しつつある中、横浜教区から５⼈の⽅が

叙階されたと梅村司教様からご紹介がありました。実に有り難く喜ばしく感じました。 

これからも、今以上に召命の祈りを唱えてさせて頂こうと思っております。 

u ⼩さな旅気分を楽しみながら、カリタス⼥⼦中学⾼等学校に向かいました。このコロナ禍にあっても 5名も

の⽅々が叙階されイエス様の愛・聖霊を送ってくたさったことに感謝して会場をあとにしました。 

u コロナ禍のため参加された神⽗様の数は限定されていましたが、毎回ミサ後に⾏われる司祭の紹介が司教

様からなされる度に「神⽗様⽅がお元気で良かった」と安堵し感謝の気持ちに満たされます。⼀粒会⼤会

の開催は⼀粒会会則で定められていますが、単に形式的に⾏われると

いうことではありません。カトリック教会は司祭無くして成り⽴たな

い訳ですし司祭数も減少の⼀途を辿っている訳ですから、⼀粒会の活

動が司祭の召命と成聖に繋がっていることをひたすら信じて祈ること

と神学⽣⽀援の献⾦を続けていきます。東京教区では全信徒が⼀粒会

会員ですが、横浜教区では百円からの献⾦で⼀粒会会員と成りますの

で、どうぞみなさまこの輪に加わってくださいますよう、お願いいた

します。 

u 松浦名古屋教区司教のおことば 

⼈間の本能は「共感する⼼」である。肝苦りさ（チムグリサ）という

沖縄⾔葉は、内側から⾃分をかきたてて、⼈を助けようとする意味。 

教会は、神さまとの親密な交わりを⾏うところであるとともに、全⼈

類、兄弟姉妹が神の国の完成に向けて、助け合うためのしるしであり

道具である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜地区⼀粒会⼤会に参加して 

一粒会大
会の様子 

司教ミサ 

⼀粒会祈りのリレー（11 ⽉） 
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１．「 聴 く 会 」の報告 

１０⽉２⽇ ミサ後 １１:１５から１２:１５分迄 教会聖堂にて藤沢市の「聖園⼦供の家」 野際良介施設⻑

をお招きして「児童養護施設の現状とその問題点」＜私たちにできる事は︖＞と題して講演会が開かれました。 

「聖園⼦供の家」の歴史、住環境、運営の変遷、⼦供たちを⽀えるスタッフの態勢、⼦供たちの⽇常⽣活につい

て 紹介していただきました。⼜、「⼦供の家」でこれから進めようとしている事と問題点などを率直にお話しい

ただきました。集団⽣活ではありますが、⼦供たち⼀⼈ひとりの強み、やりたい事を⽣かす事が基本との事。「⼦

供の家」での学習については職員が全員 公⽂教室の先⽣の資格を取り ⼦供たちの指導を⾏っているとのこと

です。 初めは⼾惑っていたけれども 今は多くの⼦供たちが熱⼼に勉強しているとのことです。１８歳以降の

⽣活についても、⾏政が⼤きく関係する難しい問題を抱えている事がよくわかりました。４２名の信徒の⽅々の

参加がありました。 

今回の講演が、⼦供⾷堂・⾥親制度・グループホームなどの制度に新しい動きが出ている事、⼼のケアが必

要な⼦供たちが「⼦供の家」にも増えているという事や、養護施設卒業後の更なる⾼等教育機関への通学費⽤補

助制度の問題などを、信徒の皆さんと考えるきっかけになればと思いました。 

施設⻑がおっしゃった「聖園⼦供の家ツアー」は 関⼼のある⽅が何⼈かでもいらっしゃれば、来年度に訪

問の企画も出来ますので皆様のご意⾒を福祉部員までお聞かせください。今後も 福祉関係の「聴く会」を定期

的に開きます。ご希望のテーマがあればこれも福祉部までお知らせください。 

 

２．「⼥性の家サーラー」への⽀援物資 寄付のお願い 

「⼥性の家サーラー」は、⼈⾝売買や配偶者暴⼒などの被害を受けた、主に外国籍⼥性が⼼⾝を休め、新たな⼈

⽣を始める準備をするためのシェルターです。横浜教区が⽀援しています。今年 6 ⽉に続き、サーラー⽀援⽤寄

付の協⼒を皆様にお願いします。 

     

① 収集期間︓11⽉ 5⽇(⼟)〜11⽉ 27 ⽇(⽇) 

② 収集場所︓教会 1 階事務所内の段ボール箱 

③ 寄付をお願いするもの 

・⾷料品（賞味期限に⼗分に余裕のあるもの）︓⽸詰（ツナ、コーン、果物など）、⽶、調味料、⼩⻨粉、サラ

ダ油、コーヒー、紅茶等。 

・⽇⽤品（未使⽤のもの）︓シャンプー、リンス、トリートメント、ヘアーブラシ、基礎化粧品、折り畳み傘、

旅⾏バック（⼤サイズ、折り畳み）、ぬりえ、⼩学⽣⽤ドリル、クレヨン、⾊鉛筆。 ⼥性・⼦ども⽤パジャマ

（M、L）、乳児・⼦供靴下、 

⾐類は、上記記載のものに限定しています。 

 

 なお、サーラーの家の機関紙に⼾塚教会の寄附についての記事が出ていますので福祉部掲⽰板に載⽰していま

す。ご覧ください。 

 

３．ステラ・マリス ⽑⽷の帽⼦ 

１１⽉３０⽇（⽔）13 時〜15時に 2階集会室で、今年最後のサークルを開催します 

編み上がった帽⼦を⾃宅にお持ちの⽅は、１１⽉２７⽇（⽇）までに受付内のサーラー向け 

品物の段ボールに、ステラ・マリスの⽑⽷の帽⼦とわかるようにして、⼊れて下さい。 

 

４．福祉バザー 

１１⽉２０⽇のミサ後に、福祉バザーを聖堂で開催します。⾬天実⾏。 

近隣の障がい者作業施設４ヶ所、⼾塚教会、原宿教会、中和⽥教会の信徒のグループが、 

出店します。また、⼦供たちのお楽しみコーナーもあります。3 年ぶりの開催です。 

福祉部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎⽉の教会委員会・議事内容について 

＜11 ⽉度定例教会委員会（11/13）＞ 

【協議事項】 

(1)男⼦トイレセンサーの交換について(管財部)︓⾒積

りが出た段階で、メール等で教会委員会において⾒

積額を確認した上で発注してもらうことになった。 

(2)聖堂の⾳響について(管財部)︓管財部での検討結果

の報告があり、報告の内容を信徒の皆様に知らせる

ことになった。 

(3)12 ⽉の主⽇ミサ⽇程表について（典礼部）︓原案通

り、承認された。 

(4)来年 1〜3 ⽉のオープンデー⽇程について（福⾳宣

教部）︓1⽉は休⽌。2 ⽉･3 ⽉は第1⽇曜⽇の 12 時

から 13 時 30 分まで開催。 

(5)とつか合同クリスマスに現地参加するメンバーの

決定について（福⾳宣教部）︓当⽇現地参加する 4名

が決まった。 

(6)2022 年度愛の献⾦について(福祉部)︓原案通り、

承認された。 

(7)2022 年度総括と 2023 年度⽅針設定について︓各

活動部で今年度の総括と来年度の活動⽅針について

検討し、来⽉の教会委員会に提出することになった。 

(8)各部の活動における交通費の⽀払いについて（財務

部）︓各活動部で公⽤であり、必要不可⽋と認められ

る活動について、交通費を請求することができるこ

とになった。 

(9)駐⾞場の整理について︓クリスマスなど多くの⼈の

参加が⾒込まれるミサの際は、事前に⾞の使⽤を控

えてもらうなどの呼びかけが必要になる。 

 

【報告事項】 

【委員⻑】 

・最近のミサ参加及び動画視聴状況の報告があった。 

 

【財務部】 

・指定献⾦｢世界宣教の⽇｣￥40,000 横浜司教区に振

込。たくさんの皆様のご協⼒とお祈りに感謝いたし

ます。 

・年度末に向けて、決算書の作成。次回委員会で、予算

案の再検討。 

 

 

 

 

 

【総務部】 

・10 ⽉ 1⽇(⼟)に総務部会開催。①地区アンケート調

査結果報告と今後の展開、②⾼齢者から聖堂内でお

知らせが聞き取りにくいとの訴えがあり、その改善

策について、③｢信徒のしおり｣作成について、④駐⾞ 

 場ボランティアについて、⑤マリア像の周辺整備に

ついて話し合った。 

・10 ⽉ 22 ⽇(⼟)に教会委員推薦委員会から次期教会 

 委員の被推薦者が公⽰された。 

・｢信徒のしおり｣が 10/29(⼟)、30(⽇)、11/5(⼟)、 

 6(⽇)のミサ後に配布された。 

 

【管財部】 

・10 ⽉ 14 ⽇(⾦)︓消防設備点検(六華) 

・10 ⽉ 21⽇(⾦)︓電気設備点検(関東電気保安協会) 

・10 ⽉ 30 ⽇(⽇)︓空気清浄機フィルター清掃(信徒) 

・11⽉ 6 ⽇(⽇)︓男⼦⼩便器センサー不調の報告があ

り、鈴⽊設備が下⾒した。   

・11⽉ 10 ⽇(⽊) ︓ガラス清掃(藤⽊⼯務店)  

・11⽉ 23 ⽇(⽔･祝)︓みどりの会による樹⽊の剪定 

 

【典礼部】 

【報告】 

①10/15、22、29の各⼟曜⽇ 15時〜 侍者会︓初聖

体を受けた⼦ども達も⼀緒に、所作等を学んだ。 

②10/16(⽇)11時より「祈りの会」久我神⽗様のご指

導。16名参加 ※11⽉は中⽌。12 ⽉は開催。 

③新しいミサの式次第についての説明会を開催。⽥丸 

 神⽗様のご指導。10/8・15・22・11/2・12・19 

の各⼟曜⽇ 16 時ミサ後、10/9・23・30・11/6 の

各⽇曜⽇ 10 時ミサ後の 15分。 

④11/5 (⼟)10︓30〜︓クリプタ合同慰霊追悼ミサ 

参加者限定で 20名列席、Zoomは 10名がさんか

した。 

⑤11/5(⼟)16 時、6(⽇)10 時︓⼾塚教会に関係する

死者のためのミサが⾏われた。 

⑥11/13(⽇)10 時︓七五三のお祝いミサ（12名が祝

福を受けた）。当⽇はサンパウロによる物品販売。 

【今後の予定】 

①クリスマスの飾りつけ…11/26(⼟)13 時〜祭壇前、

11/27(⽇)10 時ミサ後に聖堂⼊⼝、前庭の電飾等。 
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②待降節のゆるしの秘跡︓⽥丸神⽗様 12/6(⽕)〜

9(⾦)、12/13(⽕)〜17(⼟)の 14 時〜15時（事前

申込み制）。 

③12/10(⼟)は⽥丸神⽗様が不在のため、16 時ミサは

ない。11⽇(⽇)10 時ミサのみとなる。 

④12/18(⽇)11時〜︓「祈りの会」（典礼部・教学部）

久我神⽗様のご指導。 

⑤主の降誕ミサ…12/24(⼟)夜半のミサ 18時〜、

12/25(⽇)⽇中のミサ 10 時〜。 

⑥年末年始のミサ…12/31(⼟)16 時のミサはない。 

 新年ミサは 1/1(⽇)11時〜。 

⑦⼆⼗歳のお祝いミサ…2023 年 1⽉ 8⽇(⽇)10 時 

※ミサ後、クリスマス飾りつけの撤収。 

 

【教学部】 

・「Zoomで⾏う信仰を深める講座」⽥丸神⽗様ご指導。

11/19(⼟)開催。次回は、12/10(⼟)。 

・「祈りの会」(典礼部･教学部)久我神⽗様ご指導。２階

集会室。11⽉は中⽌。次回は、12/18(⽇)。 

・12/4(⽇)ミサ後 11時〜12 時 45分︓黙想会と分か

ち合いを⾏う。 

☆教会学校☆ 

・10/23(⽇)の神学⽣との交流会は好評だった。 

☆⼀粒会☆ 

・10/10(⽉･祝) 横浜教区⼀粒会⼤会 於カリタス学園。

⼾塚教会から6名参加。動画をメール連絡網で配信。 

・10/23(⽇)横浜教区の神学⽣来訪…9:00-9:45(⼦供

の交流会)、11:15-12:00(信徒の交流会)。 

・11/23(⽔･祝)︓ザビエル祭･東京カトリック神学院 

テーマ「実に、キリストはわたしたちの平和です」 

（エフェソ 2:14） 

 

【福⾳宣教部】 

①教会パンフレット作製費⽤報告 

 注⽂内容︓三つ折半光沢紙パンフレット 500枚 

 ⾒積⽐較してプリントパックにネット注⽂ 

 4,045 円（初回利⽤クーポン 2,000円利⽤で今回の

⽀払いは 2,045 円）単価 8.09円(今回 4.09円） 

②第 1 回オープンデー(11/6(⽇)12:00〜13:30)の結

果報告︓当⽇は天気もよく､⽐較的⼈通りが多かった

こともあり、道路⼊⼝でリーフレットを受け取った

⼈は 20 ⼈、聖堂⾒学･ロビーでの接待ができた⼈は

5⼈(3組)だった。今後案内の仕⽅を⼯夫する、スタ

ッフの⼈数を増やすなどが課題である。 

③「とつか合同クリスマス」は Zoom併⽤で⾏われる。

Zoomの IDとパスコードはメール連絡網で知らせる

予定である。 

 

【福祉部】(11⽉福祉部運営ミーティング議事録参照) 

①11/20 ミニバザー(福祉作業所等販売会)…４作業所

と⼾塚中和⽥原宿教会からの 1 店ずつの出店。前庭

にて(⾬天は聖堂内)。 

②サーラーの家⽀援…a.恒例の年末物資⽀援⽤の物品

募集 11/5〜27，b.⾒守りボランティアについては、

先⽅と実施詳細すり合わせ中(守秘義務等注意点､要

望など)  

③ステラマリス関連…帽⼦サークルは 11/30 で終了。

⽯巻側よりの 173 個と合わせて 12 ⽉納品予定。次

年度は⽯巻側の動向とリンク。  

④⾵のバード⽀援サークル…製品の品質規格の調整が

課題。 

 

【⾏事親睦部】 

【報告】 

・11/13 (⽇)︓ミサ後、お菓⼦の掴み取り⼤会を⾏い、

20名余りが参加した。 

【今後の予定】 

①11/20（⽇)︓ゲーム(玩具釣り)⼤会 

②ク リ スマス飾り付け… 11/26 ⽇ (⼟ )13 時〜 

11/27(⽇)⼤掃除後〜 

③12/24(⼟)︓夜半ミサ後 温かいココアの提供 

 

 

 

 

 

 

 


